
常陸太田市告示第７４号  

 

 常陸太田市団体旅行誘致促進助成金交付要項を次のように定める。  

 

令和２年４月１日  

 

常陸太田市長  大  久  保  太  一  

 

 

常陸太田市団体旅行誘致促進助成金交付要項  

 

（趣旨）  

第１条  この要項は，貸切バスを使用し，本市内への団体旅行を主催す

る旅行業者に対し，予算の範囲内において常陸太田市団体旅行誘致促

進助成金（以下「助成金」という。）を交付することに関し，常陸太

田市補助金等交付に関する条例（昭和３０年常陸太田市条例第６１号。

以下「条例」という。）に定めるもののほか，必要な事項を定めるも

のとする。  

（助成対象者）  

第２条  助成金の交付を受けることができる者は，次の各号に掲げる要

件の全てを満たす者（以下「旅行業者」という。）とする。  

 (1) 旅行業法（昭和２７年法律２３９号）第３条の規定に基づく登録

を受けている者又は海外の旅行業者で日本国内外において適法に

旅行業を営み，日本への送客を適切に行える者  

(2) 常陸太田市暴力団排除条例（平成２４年常陸太田市条例第２号）

第２条第１号及び第３号の規定に該当しない者  

（助成対象事業）  

第３条  助成金の交付の対象となる事業は，別表に掲げる助成要件を全

て満たす募集型又は受注型企画旅行及び手配旅行（以下「団体旅行」

という。）とする。  

（助成金の額）  

第４条  助成金の額は，別表に定めるとおりとする。  

（交付申請）  



第５条  助成金の交付を受けようとする者は，常陸太田市団体旅行誘

致促進助成金交付申請書（様式第１号）に関係書類を添えて団体旅

行出発日から起算して１４日前までに市長に申請するものとする。  

２  前項の関係書類は，次の各号に掲げるとおりとする。  

(1) 団体旅行の行程表（実施日，立ち寄る観光施設等及び宿泊施設が

確認できるもの）  

(2) その他市長が必要と認める書類  

３  交付申請は，１本の団体旅行につき１回とし，同一年度内に申請

できる回数は２０回までとする。  

（交付の条件）  

第６条  この助成金は，条例第６条の規定に基づき，次に掲げる事項

を条件として交付するものとする。  

(1) 事業に係る証拠書類を５年間保存しなければならないこと。  

(2) 事業に係る経理は，他の経理と明確に区分して行わなければな

らないこと。  

（決定の通知）  

第７条  市長は，第５条の申請があつたときは，これを審査し，交付

の可否を決定し，常陸太田市団体旅行誘致促進助成金交付（不交付）

決定通知書（様式第２号）により申請者に通知するものとする。  

（助成対象事業の変更等）  

第８条  前条の規定による交付決定を受けた者で，当該申請の内容を

変更又は中止する場合は，速やかに常陸太田市団体旅行誘致促進助

成金変更（中止）承認申請書（様式第３号）に関係書類を添えて市

長に申請するものとする。  

２  市長は，前項の申請があつたときは，これを審査し，当該申請に

係る事項の承認を決定し，常陸太田市団体旅行誘致促進助成金変更

（中止）承認決定通知書（様式第４号）により通知するものとする。  

（実績報告書）  

第９条  第７条の規定による助成金の交付決定を受けた者は，事業完

了後，速やかに，常陸太田市団体旅行誘致促進助成金実績報告書（様

式第５号）に関係書類を添えて提出するものとする。  

２  前項の関係書類は，次の各号に掲げるとおりとする。  

(1) 団体旅行の行程表（実績）  



(2) 宿泊証明書（様式第６号）  

(3) 常陸太田市団体旅行誘致促進助成金食事利用証明書 (様式第７

号 ) 

（ 4）  団体旅行参加者に対するアンケート結果  

(5) その他市長が必要と認める書類  

 （助成金の額の確定）  

第１０条  市長は，前条の実績報告書が提出されたときは，これを審

査し，適当と認めたときは，助成金の額を確定し，常陸太田市団体

旅行誘致促進助成金額確定通知書（様式第８号）により申請者に通

知するものとする。  

（助成金の請求）  

第１１条  前条の規定による助成金の額の確定を受けた者は，当該決

定日から起算して３０日以内に常陸太田市団体旅行誘致促進助成金

交付請求書（様式第９号）により市長に請求するものとする。  

（助成金の交付）  

第１２条  市長は前条の請求があつたときは，これを審査し，速やか

に助成金を交付するものとする。  

（交付決定の取消し）  

第１３条  市長は，申請者が次の各号のいずれかに該当すると認める

ときは，当該助成金の交付決定の全部または一部を取り消すことが

できる。  

(1) 交付決定の内容に違反したとき。  

(2) 法令に違反したとき。  

(3) 虚偽等不正な手段により助成金の交付を受けたとき。  

（助成金の返還）  

第１４条  市長は，前条の規定による助成金の交付の決定を取り消し

た場合において，既に当該助成金が支払われているときは，助成金

の全部又は一部の返還を命ずることができる。  

（事業の終了）  

第１５条  助成金の交付決定額が当該年度の予算額に達した場合は，

その時点でこの事業を終了する。  

（その他）  

第１６条  この要項に定めるもののほか必要な事項は，市長が別に定



める。  

 

附  則  

 （施行期日）  

１  この告示は，令和２年４月１日から施行する。  

 （失効）  

２  この告示は，令和７年３月３１日限り，その効力を失う。  

 （経過措置）  

３  前項の規定にかかわらず，この告示の失効前に交付決定を受けた

ものについては，なお従前の例による。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表（第３条関係） 

補助対象事業 助成要件 助成金の額 

団体旅行のうち

国内旅行に関す

るもの 

(1) 催行人員が２０名以上（添乗員，バス運

転手，バスガイド等の業務員は除く。）の

貸切バスを利用した団体旅行であること。 

(2) 団体旅行の出発地が，本市外であるこ

と。 

(3) 団体旅行中に市内の観光施設や市等が

主催するイベント等，１か所以上に立ち寄

ること。 

(4) 市内での宿泊を伴わない場合は，市内飲

食店で食事をすること。 

(5) 当該年度までに催行し，終了する団体旅

行であること。 

(6) 団体旅行参加者全員に対し，当該団体旅

行に関するアンケート調査に努めること。

（アンケートの様式については，市が別に

定めるものとする。） 

(7) 団体旅行が，国，地方自治体及び学校等

が実施する会議，研修又は学校行事でない

こと。 

(8) 特定の政治，宗教活動を目的とした団体

旅行ではないこと。 

(9) 他の地方自治体や団体等から補助金，助

成金等の交付を受けていないこと。 

(10) 団体旅行の参加者が，常陸太田市暴力

団排除条例（平成２４年常陸太田市条例第

２号）第２条第１号及び第３号に規定する

者でないこと。 

市内での宿泊を伴わな 

い場合：５０,０００円 

 

市内での宿泊を伴う場 

合：１００,０００円 

 

 



団体旅行のうち

訪日旅行に関す

るもの 

(1) 日本国外を発着し，訪日外国人旅行客が

２０名以上（添乗員，バス運転手，バスガ

イド等の業務員は除く。）の貸切バスを利

用した団体旅行であること。 

(2) 往路・復路のいずれかで茨城空港を利用

すること。 

(3) 団体旅行中に市内の観光施設や市等が

主催するイベント等，１か所以上に立ち寄

ること。 

(4) 市内での宿泊を伴わない場合は，市内飲

食店で食事をすること。 

(5) 当該年度までに催行し，終了する団体旅

行であること。 

(6) 団体旅行参加者全員に対し，当該団体旅

行に関するアンケート調査に努めること。

（アンケートの様式については，市が別に

定めるものとする。） 

(7) 団体旅行が，国，地方自治体及び学校等

が実施する会議，研修又は学校行事でない

こと。 

(8) 特定の政治，宗教活動を目的とした団体

旅行ではないこと。 

(9) 他の地方自治体や団体等から補助金，助

成金等の交付を受けていないこと。 

市内での宿泊を伴わな

い場合：バス１台あたり 

５０,０００円 

 

市内での宿泊を伴う場

合：バス１台あたり 

１００,０００円 

 

 



(10) 団体旅行の参加者が，常陸太田市暴力

団排除条例（平成２４年常陸太田市条例第

２号）第２条第１号及び第３号に規定する

者でないこと。 

 


